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要 旨

慢性 複雑 性尿 路感 染症14例,急1生 単 純 性尿路 感染 症1例 の計15例 にAC-1370を 使 用 し,次の よ うな

臨床結果が 得 られ た。

1)総 合 臨床 効果 は,8例 中著効2例,有 効5例,無 効1例 で88%の 有効率 であ った。

2)疾 患病態 群別 で は8例 中4群 が3例 と最 も多か った。1群,5群 の カテー テル 留置症 例 に は

使用 され なか った1

3)細 菌 学 的効果 は,10株 中9株 が消 失 し,消 失率 は90%で あった。

4)臨 床 検査 値 異常 は認 め られず,自 他覚 的副 作用 として15例 中1例 に軽 度 の食思 不振 が 見 られ

た。

緒 言

AC-1370は 新 し く開 発 され たcephalosporin系 抗 生物

質で,Fig.1の よ うな化 学構 造式 を有 す る。 本剤 は,P

umginosaを 含 む グラム陰性 菌 に よる感 染症 に有 効 で,β

'lactamaseに 対 し安 定 なβ-lactam剤 の 開発 を 目的 と し

て,味 の素㈱ と持 田製薬㈱ が 共 同開 発 中の薬 剤 であ る。

今回,わ れわれはAC-1370を 複雑 性 お よび単純 性 尿路 感

染症に使用 し,そ の臨床効 果 につ い て検討 した。

1.対 象,投 与方 法 お よび判定 基 準

昭和57年1月 よ り7月 までに,佐 賀医科 大学 附 属病 院

泌尿器科お よび その関連 病院 泌尿 器科 に 入院 した患者 の

うちで,尿 路に 基礎 疾 患 を有 す る尿路 感 染症14例,お よ

Fig. 1 Chemical structure of AC-1370

び急性 単 純性 尿路 感染 症1例 を対象 と した。年 齢 は28歳

か ら84歳 で あ った。性 別 は男13例,女2例 であ り,感 染

症 は慢 性 複雑性 膀 胱 炎9例,慢 性 複雑 性 腎孟 腎 炎5例,

急性 単純性 腎孟 腎炎1例 であ った。

投 与 方 法 はAC-13701回1gを1日 朝 夕の2回 静・注

または点 滴静 注 した。 投与 期 間は全例 とも連 続5日 間 と

した。原 則 として,開 始 日と投 与終 了翌 日に臨床 症状 の

観察 と検 査 を行 っ 奉。臨床 効果 は,UTI薬 効 評価 基準(第

2版>1)お よ びそ の補 遺2)に準 じ,尿 中 白血 球 数,細 菌 に

よ って判 定 し,著 効,有 効,無 効 と した。 別 に,主 治 医

に よる効 果 判定 を行 った。

副作 用に つ いて は,ア レル ギー 反応 な どの 自他 覚 的症

状 と臨 床検 査値(末 梢血,肝 機能,腎 機能)に 及ぼ す影

響 を検 討 した。

II.成 績

投与15例 の詳 細 はTable1に 示 した。UTI薬 効 評価 基

準 で臨 床効 果 の判定 が で きた症例 は8例 で,除 外 の主 な

理 由 は,投 与 前の尿 中細 菌数 の不 足で あ った。

複 雑性 尿 路 感 染 症8例 の総 合 臨床 効 果 は,著 効2例

(25%),有 効5例,無 効1例 で有 効 率 は88%で あっ た

(Table2)。
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Table 2 Overall clinical efficacy of AC-1370 in complicated UTI

1 g X 2/day, 5 days treatment

Table 3 Bacteriological response to AC-1370 in

complicated UTI

また,主 治医 に よる臨床効 果 の判 定 では,15例 中著効

3例,有 効4例,や や 有効5例,無 効2例,不 明1例 で

あった。

疾患病態群別 では,8例 中4群 が3例 と最 も多 く,以

下6群,3群 各2例,2群1例 で あ り,1群,5群 の カ

アーテル留置症例 には使 用 され なか った。

細菌学的効果は,Table3に 示す よ うに起 炎菌10株 中

9株消失 し,消 失率 は90%で あ った。 投与 後 も残 存 した

菌種 は,S.faecalis3株 中 の1株 のみ で あ った。検 討症例

は少 な いなが ら,Paeruginosa1株,S.mrcescm 2

株 とも消 失 した こ とが 注 目 され た。

自他覚 的副作 用 は15例 中1例 に,投 与3日 目頃 よ りの

軽度 の 食思 不振 が み られた が,消 化 剤の 内服の み で投与

終 了後2,3日 で軽 快 した。 臨床 検査 値は 投与 後 本剤 と

関連 あ り と主 治 医が 判 断 した 変動 は 認 め られ なか った

(Table4)。

III.考 察

近 年,ペ ニ シ リ ンや セ フ ァロ スポ リ ンな どの β-lac・

tam系 抗 生物 質 の 開 発 と臨床 での 頻 用 は 目覚 ま しい も

の が あ るが,こ れ に伴 って,β-lactam系 抗 生物 質に 対す

る耐性 菌 も増加 しつつ あ る。 この 耐性 菌 対 策 と して,β

-laCtamaSeに 対 し安定 な β-laCtam剤 の 開 発が
,臨 床上

重要 とな って きて お り,次 々 に いわゆ る第3世 代 セフ ェ

ム 剤が 開発 され つつ あ る。

AC-1370は,新 し く開 発 され た注射 用cephalosporin

剤 で あるが,薬 動 力学 的 に も他 の 第3世 代 セ フェム 剤 と

遜 色が ない とされ3),特 に本 剤がin vitro抗 菌 力 よ り も

invivO作 用 が優 れ て い る とい う特 徴 が 注 目 され て い

る4)。す なわ ち,基 礎 的研究 で もマ ウ スの感染 防 禦試験 に

お いてinvi'roで の抗 菌 活性 を上 まわ る効 果が 認め られ
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Table 4 Laboratory findings before and after the therapy with  AC-1370

Table 4 (Continued)

B: Before, A : After, N.D.: Not done
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た3)。この ような特徴 的効 果 は本 剤 が特 に好 中球 を介 して

の免疫増強作 用 を有 して い るか らでは な いか との観 点 よ

り研究が進め られ て い るが,い まだ明確 な結 論 は得 られ

ていない。 しか し,い ずれ に しろこの よ うな効 果が 臨床

的に証明 されれ ば,非 常 に興 味 深 い新 しい抗 生 剤 として

評価 され ると思 われ る。

実際,わ れ われ が使 用 した症 例数 は少 な く,結 論 は得

られなか ったが,臨 床効 果 は1日29投 与 で総 合 有効 率

88%(8例 中7例 が著効 また は有効)と い う結 果 が得 ら

れた。疾患病態群 別 には全例 ともカ テー テル非 留 置症例

ではあるが,起 炎菌別 にみ て もP.aeruginosa 1株,S

mmscms2株 と も消失 し,菌 消失 率90%と い う効 果が

得られ,症 例は 少 ないなが らinvivoで の本 剤の 優 れ た

抗菌力を示 してい る もの と思 われ た。 自他覚 的 副作 用 と

して1例 に軽度 の食思 不振 を認 め たが,本 剤投 与終 了後

数 日で軽快 して い る。 また,本 剤使 用 に よる臨床 検査 値

異常 は全例 認 め てお らず,今 後 の複 雑性 尿路 感染 症 に対

す る治療 薬剤 と して本 剤 は有望視 で きる と思 わ れた。
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We administered AC-1370 to a total of 15 patients, consisting of 14 with chronic complicated urinary
tract infections and the other with acute simple urinary tract infection, and achieved the following results:

1) The global clinical efficacy of the drug was evaluable in 8 of them: excellent in 2, good in 5 and poor
in the other, with a response rate of 88%.

2) The disease classification of the 8 patients indicated that group 4, comprising 3 patients, accounted

for the greatest part of the subjects. The drug was not administered to patients with indwelling catheteriza-
tion of groups 1 and 5.

3) Bacteriological study revealed that 9 out of 10 isolates were eradicated, with an eradication rate of
90%.

4) No abnormalities were found in any laboratory parameters, while one of the 15 patients complained
of mild anorexia as a subjective side effect of the drug .


